
(57)【要約】

【課題】ウインク車両において、レール部材と枠との間

に生ずる応力を減少させることのできる、連結構造を提

供する。

【解決手段】ウイング車両は、前枠および後枠と、前後

枠を連結する中空のレール部材と、レール部材を前枠に

連結するための第一の連結具と、左右の断面Ｌ字形ウイ

ング屋根と、該ウイング屋根の各天井部壁とレール部材

とを連結する、レール部材の両側面に取り付けられる複

数対のウイングヒンジ手段と、レール部材内で前枠側に

配置される第一の補強部材とを有する。第一の連結具に

、第一の対のウイングヒンジ手段が取り付けられ、レー

ル部材内に配置される第一の補強部材と、レール部材と

、第一の連結具とが第一の固定具により一緒に固定され

、レール部材内に配置される第一の補強部材と、レール

部材と第二の対のウイングヒンジ手段とが、第二の固定

具により一緒に固定される。

【選択図】図５
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 前 枠 お よ び 後 枠 と 、
　 前 記 前 後 枠 を 連 結 す る 中 空 の レ ー ル 部 材 と 、
　 前 記 レ ー ル 部 材 を 前 記 前 枠 に 連 結 す る た め の 第 一 の 連 結 具 と 、
　 天 井 部 壁 お よ び 該 天 井 部 壁 の 一 端 か ら 垂 直 に 伸 長 す る 側 部 壁 か ら な る 、 左 右 の 断 面 Ｌ 字
形 ウ イ ン グ 屋 根 と 、
　 該 左 右 の ウ イ ン グ 屋 根 の 各 天 井 部 壁 の 他 端 と 前 記 レ ー ル 部 材 と を 連 結 す る 、 前 記 レ ー ル
部 材 の 両 側 面 に 所 定 の 間 隔 で 取 り 付 け ら れ る 複 数 対 の ウ イ ン グ ヒ ン ジ 手 段 と 、
　 前 記 レ ー ル 部 材 内 で 、 前 記 前 枠 側 に 配 置 さ れ る 第 一 の 補 強 部 材 と 、
を 有 し 、
　 前 記 第 一 の 連 結 具 に 、 前 記 複 数 対 の ウ イ ン グ ヒ ン ジ 手 段 の う ち の 第 一 の 対 の ウ イ ン グ ヒ
ン ジ 手 段 が 取 り 付 け ら れ 、
　 前 記 レ ー ル 部 材 内 に 配 置 さ れ る 前 記 第 一 の 補 強 部 材 と 、 前 記 レ ー ル 部 材 と 、 前 記 第 一 の
連 結 具 と が 第 一 の 固 定 具 に よ り 一 緒 に 固 定 さ れ 、
　 前 記 レ ー ル 部 材 内 に 配 置 さ れ る 前 記 第 一 の 補 強 部 材 と 、 前 記 レ ー ル 部 材 と 、 前 記 複 数 対
の ウ イ ン グ ヒ ン ジ 手 段 の う ち の 第 二 の 対 の ウ イ ン グ ヒ ン ジ 手 段 と が 、 第 二 の 固 定 具 に よ り
一 緒 に 固 定 さ れ る 、
こ と を 特 徴 と す る ウ イ ン グ 車 両 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 レ ー ル 部 材 内 に 配 置 さ れ る 前 記 第 一 の 補 強 部 材 と 、 前 記 レ ー ル 部 材 と 、 前 記 第 一 の
連 結 具 と 、 前 記 複 数 対 の ウ イ ン グ ヒ ン ジ 手 段 の う ち の 第 一 の 対 の ウ イ ン グ ヒ ン ジ 手 段 と が
第 一 の 固 定 具 に よ り 一 緒 に 固 定 さ れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の ウ イ ン グ 車 両 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 一 の 補 強 部 材 が 、 少 な く と も 前 記 第 一 の 固 定 具 の 固 定 位 置 か ら 前 記 第 二 の 固 定 具
の 固 定 位 置 ま で の 長 さ を 有 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の ウ イ ン グ 車 両 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 レ ー ル 部 材 を 前 記 後 枠 に 連 結 す る た め の 第 二 の 連 結 具 と 、 前 記 レ ー ル 部 材 内 で 、 前
記 後 枠 側 に 配 置 さ れ る 第 二 の 補 強 部 材 を さ ら に 有 し 、
　 前 記 第 二 の 連 結 具 に 、 前 記 複 数 対 の ウ イ ン グ ヒ ン ジ 手 段 の う ち の 第 三 の 対 の ウ イ ン グ ヒ
ン ジ 手 段 が 取 り 付 け ら れ 、
　 前 記 レ ー ル 部 材 内 に 配 置 さ れ る 前 記 第 二 の 補 強 部 材 と 、 前 記 レ ー ル 部 材 と 、 前 記 第 二 の
連 結 具 と が 第 三 の 固 定 具 に よ り 一 緒 に 固 定 さ れ 、
　 前 記 レ ー ル 部 材 内 に 配 置 さ れ る 前 記 第 二 の 補 強 部 材 と 、 前 記 レ ー ル 部 材 と 、 前 記 複 数 対
の ウ イ ン グ ヒ ン ジ 手 段 の う ち の 第 四 の 対 の ウ イ ン グ ヒ ン ジ 手 段 と が 、 第 四 の 固 定 具 に よ り
一 緒 に 固 定 さ れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の ウ イ ン グ 車 両
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 レ ー ル 部 材 内 に 配 置 さ れ る 前 記 第 二 の 補 強 部 材 と 、 前 記 レ ー ル 部 材 と 、 前 記 第 二 の
連 結 具 と 、 前 記 複 数 対 の ウ イ ン グ ヒ ン ジ 手 段 の う ち の 第 三 の 対 の ウ イ ン グ ヒ ン ジ 手 段 と が
第 三 の 固 定 具 に よ り 一 緒 に 固 定 さ れ る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の ウ イ ン グ 車 両 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 二 の 補 強 部 材 が 、 少 な く と も 前 記 第 三 の 固 定 具 の 固 定 位 置 か ら 前 記 第 四 の 固 定 具
の 固 定 位 置 ま で の 長 さ を 有 す る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の ウ イ ン グ 車 両
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 補 強 部 材 は コ 字 形 の 断 面 を 有 し 、
　 前 記 補 強 部 材 内 に 、 軸 線 方 向 に 垂 直 な 、 一 つ 以 上 の 補 強 板 を 有 す る 、
請 求 項 １ ま た は ４ に 記 載 の ウ イ ン グ 車 両 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
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　 本 発 明 は 、 ウ イ ン グ 車 両 に お け る レ ー ル 部 材 と 断 面 Ｌ 字 形 の 屋 根 と の 連 結 構 造 に 関 し 、
特 に 、 車 両 の 走 行 時 に 生 ず る 負 荷 を 軽 減 し 、 共 振 を 防 止 す る こ と が で き る 構 造 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 図 １ は 、 典 型 的 な ウ イ ン グ 車 両 の 後 方 斜 視 図 を 示 す 。 ウ イ ン グ 車 両 1は 、 前 枠 2（ 図 示 せ
ず ） と 後 枠 3に レ ー ル 部 材 4が 連 結 さ れ 、 天 井 屋 根 を 構 成 す る 天 井 部 壁 11と そ の 一 端 か ら 垂
直 に 伸 長 す る 側 方 屋 根 を 構 成 す る 側 部 壁 12か ら 構 成 さ れ る 断 面 が Ｌ 字 形 の ウ イ ン グ 屋 根 13
、 14が レ ー ル 部 材 に 枢 着 さ れ て い る 。 シ リ ン ダ ー 等 （ 図 示 せ ず ） に よ り 、 ウ イ ン グ 屋 根 13
、 14は レ ー ル 部 材 4を 中 心 に 回 動 し て 、 車 両 の 側 面 全 体 を 開 閉 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 か ら 、 レ ー ル 部 材 3と 前 枠 2と を 剛 直 に 連 結 す る 構 造 （ 特 許 文 献 １ を 参 照 ） が 採 用 さ
れ て き た 。 し か し 、 車 両 の 走 行 時 に 生 ず る 応 力 の た め に 、 連 結 部 に 亀 裂 等 が 生 ず る 虞 が あ
る 。 こ の 問 題 を 回 避 す る た め の 連 結 構 造 が 開 発 さ れ て き た 。 こ の 連 結 構 造 が 図 ２ お よ び ３
に 示 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 2001-088560号 公 報
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 ２ 、 図 ３ に 示 さ れ た 従 来 技 術 の 連 結 構 造 で は 、 前 枠 2に 一 対 の 断 面 L字 形 の プ レ ー ト 21
、 22が ボ ル ト に よ り 固 定 さ れ て い る 。 そ の プ レ ー ト の 間 に 、 レ ー ル 部 材 4の 先 端 部 が 配 置
さ れ 、 プ レ ー ト 21、 22に よ り 支 持 さ れ る ピ ン 23が 、 レ ー ル 部 材 4を 貫 通 し て い る 。 こ れ に
よ り 、 レ ー ル 部 材 4は 、 ピ ン 23を 中 心 に 回 動 自 在 に 支 持 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 か く し て 、 車 両 の 走 行 時 に 生 ず る 、 枠 と レ ー ル 部 材 と に 作 用 す る 応 力 は 、 吸 収 さ れ 、 し
た が っ て 、 応 力 に よ る 亀 裂 な ど を 回 避 す る こ と が で き る 。 ピ ン に よ る 支 持 を 補 強 す る た め
に 、 レ ー ル 部 材 4内 に は 、 補 強 部 材 24が 配 置 さ れ る （ 図 ３ Bを 参 照 ） 。 レ ー ル 部 材 3に は 、
さ ら に 、 ウ イ ン グ 屋 根 を 回 動 自 在 支 持 に す る た め の ウ イ ン グ ヒ ン ジ 25が 、 レ ー ル 部 材 3の
上 面 に 溶 接 さ れ て い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の よ う な ピ ン 支 持 は 、 走 行 時 の 応 力 を 吸 収 す る こ と は で き る が 、 レ ー ル 部 材 が 車 体 の
シ ャ シ フ レ ー ム の 振 動 と 共 振 を お こ し 、 常 に ピ ン に 応 力 が 作 用 す る こ と に は 変 わ り が な い
。 そ の た め 、 補 強 部 材 24が 配 置 さ れ て い て も 、 ピ ン を 支 持 す る 部 材 に 力 が 作 用 し 、 亀 裂 が
生 ず る 虞 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 レ ー ル 部 材 の こ の よ う な 共 振 は 、 L字 形 屋 根 13、 14に も 伝 え ら れ 、 屋 根 の 開 閉 不
良 に つ な が る 。 さ ら に 、 車 両 の 安 全 な 走 行 が 行 い に く く な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 レ ー ル 部 材 と 枠 と の 間 に 生 ず る 応 力 を 減 少 さ せ る こ と の で き る 、 連
結 構 造 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 他 の 目 的 は 、 レ ー ル 部 材 が 走 行 時 に 車 体 の シ ャ シ フ レ ー ム と 共 振 す る こ と を 防
止 す る こ と が で き る 、 上 記 連 結 構 造 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る 本 発 明 の ウ イ ン グ 車 両 は 、 前 枠 お よ び 後 枠 と 、 前 後 枠 を 連 結 す る 中
空 の レ ー ル 部 材 と 、 レ ー ル 部 材 を 前 枠 に 連 結 す る た め の 第 一 の 連 結 具 と 、 天 井 部 壁 お よ び
該 天 井 部 壁 の 一 端 か ら 垂 直 に 伸 長 す る 側 部 壁 か ら な る 、 左 右 の 断 面 Ｌ 字 形 ウ イ ン グ 屋 根 と
、 該 左 右 の ウ イ ン グ 屋 根 の 各 天 井 部 壁 の 他 端 と レ ー ル 部 材 と を 連 結 す る 、 レ ー ル 部 材 の 両
側 面 に 所 定 の 間 隔 で 取 り 付 け ら れ る 複 数 対 の ウ イ ン グ ヒ ン ジ 手 段 と 、 レ ー ル 部 材 内 で 、 前
枠 側 に 配 置 さ れ る 第 一 の 補 強 部 材 と 、 を 有 し 、 第 一 の 連 結 具 に 、 複 数 対 の ウ イ ン グ ヒ ン ジ
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手 段 の う ち の 第 一 の 対 の ウ イ ン グ ヒ ン ジ 手 段 が 取 り 付 け ら れ 、 レ ー ル 部 材 内 に 配 置 さ れ る
第 一 の 補 強 部 材 と 、 レ ー ル 部 材 と 、 第 一 の 連 結 具 と が 第 一 の 固 定 具 に よ り 一 緒 に 固 定 さ れ
、 レ ー ル 部 材 内 に 配 置 さ れ る 第 一 の 補 強 部 材 と 、 レ ー ル 部 材 と 、 複 数 対 の ウ イ ン グ ヒ ン ジ
手 段 の う ち の 第 二 の 対 の ウ イ ン グ ヒ ン ジ 手 段 と が 、 第 二 の 固 定 具 に よ り 一 緒 に 固 定 さ れ る
、 こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ こ で 、 レ ー ル 部 材 内 に 配 置 さ れ る 第 一 の 補 強 部 材 と 、 レ ー ル 部 材 と 、 第 一 の 連 結 具 と
、 複 数 対 の ウ イ ン グ ヒ ン ジ 手 段 の う ち の 第 一 の 対 の ウ イ ン グ ヒ ン ジ 手 段 と は 第 一 の 固 定 具
に よ り 一 緒 に 固 定 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 好 適 に 、 第 一 の 補 強 部 材 は 、 少 な く と も 第 一 の 固 定 具 の 固 定 位 置 か ら 第 二 の 固 定 具 の 固
定 位 置 ま で の 長 さ を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の ウ イ ン グ 車 両 は 、 レ ー ル 部 材 内 で 、 後 枠 側 に 配 置 さ れ る 第 二 の 補 強 部 材 を さ ら
に 有 す る こ と が 望 ま し い 。 こ こ で 、 後 枠 に 取 り 付 け ら れ た 第 二 の 連 結 具 に よ り 、 レ ー ル 部
材 は 後 枠 に 連 結 さ れ 、 第 二 の 連 結 具 に 、 複 数 対 の ウ イ ン グ ヒ ン ジ 手 段 の う ち の 第 三 の 対 の
ウ イ ン グ ヒ ン ジ 手 段 が 取 り 付 け ら れ 、 レ ー ル 部 材 内 に 配 置 さ れ る 第 二 の 補 強 部 材 と 、 レ ー
ル 部 材 と 、 第 二 の 連 結 具 と が 第 三 の 固 定 具 に よ り 一 緒 に 固 定 さ れ 、 レ ー ル 部 材 内 に 配 置 さ
れ る 第 二 の 補 強 部 材 と 、 レ ー ル 部 材 と 、 複 数 対 の ウ イ ン グ ヒ ン ジ 手 段 の う ち の 第 四 の 対 の
ウ イ ン グ ヒ ン ジ 手 段 と が 、 第 四 の 固 定 具 に よ り 一 緒 に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 レ ー ル 部 材 内 に 配 置 さ れ る 第 二 の 補 強 部 材 と 、 レ ー ル 部 材 と 、 第 二 の 連 結 具 と 、
複 数 対 の ウ イ ン グ ヒ ン ジ 手 段 の う ち の 第 三 の 対 の ウ イ ン グ ヒ ン ジ 手 段 と は 第 三 の 固 定 具 に
よ り 一 緒 に 固 定 さ れ て も よ い 。 第 二 の 補 強 部 材 は 、 少 な く と も 第 三 の 固 定 具 の 固 定 位 置 か
ら 第 四 の 固 定 具 の 固 定 位 置 ま で の 長 さ を 有 す る こ と が 望 ま し い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 中 空 の レ ー ル 部 材 内 に 、 補 助 部 材 が 配 置 さ れ 、 こ の 補 強 部 材 と 、 レ ー ル 部 材 と 、 枠 に 取
り 付 け ら れ た 連 結 具 と が 固 定 具 に よ り 一 緒 に 固 定 さ れ る こ と で 、 さ ら に 補 強 部 材 と 、 レ ー
ル 部 材 と 、 ウ イ ン グ ヒ ン ジ 手 段 と が 、 他 の 固 定 具 に よ り 一 緒 に 固 定 さ れ る こ と で 、 レ ー ル
部 材 に 作 用 す る 応 力 は 、 補 強 部 材 に 分 散 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 さ ら に 、 レ ー ル 部 材 の う ち で 、 二 つ の 固 定 具 に よ り 補 強 部 材 が 固 定 さ れ た 部 分 で は 実 質
的 な 振 動 が 抑 制 さ れ る た め に 、 レ ー ル 部 材 の 固 有 振 動 数 が 高 く な り 、 シ ャ シ フ レ ー ム の 振
動 と 共 振 が 防 止 さ れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ４ Aお よ び 図 ４ Bは 、 そ れ ぞ れ 本 発 明 の 連 結 構 造 の 平 面 お よ び 側 面 を 示 す 。 本 発 明 の 連
結 構 造 に お い て 、 前 枠 2の 上 面 に 、 二 つ の L字 形 の プ レ ー ト 41、 42が ボ ル ト に よ り 固 定 さ れ
て い る （ 図 ４ ， 図 ５ A、 図 ５ Cを 参 照 ） 。 こ れ ら プ レ ー ト に は 、 そ れ ぞ れ 、 ウ イ ン グ 屋 根 13
、 14を 回 動 自 在 に 支 持 す る た め の 所 定 の 間 隔 で 取 り 付 け ら れ る 複 数 対 の ウ イ ン グ ヒ ン ジ の
う ち 、 第 一 の ウ イ ン グ ヒ ン ジ 43、 44が 固 定 さ れ て い る 。 こ の プ レ ー ト の 間 に 、 レ ー ル 部 材
4が 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 レ ー ル 部 材 4は 中 空 体 で 、 そ の 中 に 補 強 部 材 60が 配 置 さ れ る 。 補 強 部 材 60は 、 図 ５ Dに 示
さ れ て い る よ う に 、 そ の 断 面 面 積 が レ ー ル 部 材 4の 断 面 面 積 と ほ ぼ 一 致 し 、 軸 線 方 向 を 横
切 る 方 向 の 断 面 が コ 字 形 を し 、 さ ら に 、 以 下 で 説 明 す る よ う に 、 二 つ の ウ イ ン グ ヒ ン ジ の
間 の 距 離 と 同 じ 長 さ を 少 な く と も 有 し 、 さ ら に 、 二 つ の ウ イ ン グ ヒ ン ジ が 位 置 す る と こ ろ
に 対 応 し て 、 軸 線 方 向 を 横 切 る 方 向 に 補 強 板 61、 62を 有 す る 。 こ れ ら 補 強 板 は 、 補 強 部 材
60が 変 形 す る こ と を 防 止 す る も の で 、 例 示 の 二 つ の 他 に 、 一 つ で も 、 三 つ 以 上 で あ っ て も

10

20

30

40

50

(4) JP 2006-123773 A 2006.5.18



よ い 。 ま た 、 補 強 部 材 に 変 形 が 生 じ な い と き に は 、 補 強 板 は 不 要 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 レ ー ル 部 材 4内 に 配 置 さ れ た 補 強 部 材 60と 、 レ ー ル 部 材 4と 、 L字 形 プ レ ー ト 41、 42と が
一 緒 に 、 ボ ル ト 45、 46に よ り 固 定 さ れ る （ 図 ５ Aを 参 照 ） 。 こ こ で 、 ウ イ ン グ ヒ ン ジ 43、 4
4は 、 プ レ ー ト 41、 42に 取 り 付 け ら れ て い る が 、 ボ ル ト に 45、 46に よ っ て 、 一 緒 に プ レ ー
ト 41、 42に そ れ ぞ れ 固 定 さ れ て も よ い 。 前 述 し た よ う に 、 こ の ボ ル ト に よ り 固 定 さ れ た 位
置 に 、 補 強 板 61が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 さ ら に 、 レ ー ル 部 材 4内 に 配 置 さ れ た 補 強 部 材 60と 、 レ ー ル 部 材 4と 、 第 二 の ウ イ ン グ ヒ
ン ジ 47、 48と が 一 緒 に 、 ボ ル ト 49、 50に よ り 固 定 さ れ る （ 図 ５ Bを 参 照 ） 。 前 述 し た よ う
に 、 こ の ボ ル ト に よ り 固 定 さ れ た 位 置 に 、 補 強 板 62が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の よ う に 、 レ ー ル 部 材 4内 に 配 置 さ れ た 補 助 部 材 60の 前 枠 側 が 、 前 枠 2に 取 り 付 け ら れ
た L字 プ レ ー ト 41、 42と と も に レ ー ル 部 材 4に ボ ル ト 45、 46に よ り 固 定 さ れ 、 さ ら に 、 レ ー
ル 部 材 4内 に 配 置 さ れ た 補 助 部 材 60の 後 枠 側 が 、 ウ イ ン グ ヒ ン ジ 47、 48と と も に レ ー ル 部
材 4に ボ ル ト 49、 50に よ り 固 定 さ れ る こ と か ら 、 前 枠 と レ ー ル 部 材 と 作 用 す る 応 力 は 、 補
強 部 材 60全 体 に 分 散 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 レ ー ル 部 材 は 、 従 来 の 連 結 構 造 で は 、 前 枠 と 後 枠 に 連 結 さ れ て い る た め （ つ ま り 、 二 つ
の 枠 が 支 点 と な る こ と か ら ） 、 車 体 を 構 成 す る シ ャ シ フ レ ー ム の 振 動 と 共 振 し て い た が 、
上 記 に よ う に 、 補 強 部 材 に よ り 、 レ ー ル 部 材 4は 、 ボ ル ト 49， 50に よ り 固 定 さ れ る と こ と
ま で 、 前 枠 2に 支 持 さ れ 、 振 動 す る こ と が で き る レ ー ル 部 材 の 部 分 が 短 く な り 、 し た が っ
て 固 有 振 動 数 が 高 く な る 。 そ の た め 、 レ ー ル 部 材 4は 、 シ ャ シ フ レ ー ム の 振 動 と の 共 振 が
防 止 さ れ る （ シ ャ シ フ レ ー ム は 車 体 の 長 さ で あ り 、 こ の 長 さ に 対 応 し た 振 動 数 （ シ ャ シ フ
レ ー ム の 固 有 振 動 数 ） を も つ が 、 補 強 部 材 に よ り 固 定 さ れ た レ ー ル 部 材 の 振 動 す る こ と が
で き る 長 さ が 、 車 体 の 長 さ よ り 短 く な り 、 そ の た め 振 動 数 が 、 シ ャ シ フ レ ー ム の 固 有 振 動
よ り も 高 く な り 、 シ ャ シ フ レ ー ム と の 共 振 が 防 止 さ れ る ） 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 の 連 結 構 造 を 、 前 枠 と レ ー ル 部 材 の 一 端 と の 連 結 を も っ て 説 明 し て き た が 、 後 枠
と レ ー ル 部 材 の 他 端 と の 連 結 に お い て も 同 様 の 連 結 構 造 を と る こ と が で き る 。 こ の 場 合 、
レ ー ル 部 材 の 固 有 振 動 数 は さ ら に 高 く な り 、 シ ャ シ フ レ ー ム と の 共 振 の 防 止 が よ り 確 か な
も の と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 図 １ 】 図 １ は 典 型 的 な ウ イ ン グ 車 両 の 後 方 斜 視 図 を 示 す 。
【 図 ２ 】 図 ２ Aは 、 従 来 の ピ ン 支 持 に よ る 枠 と レ ー ル 部 材 と の 連 結 構 造 の 平 面 を 示 す 。 　
図 ２ Bは 、 従 来 の ピ ン 支 持 に よ る 枠 と レ ー ル 部 材 と の 連 結 構 造 の 側 面 を 示 す 。
【 図 ３ 】 図 ３ Aは 、 従 来 の ピ ン 支 持 に よ る 枠 と レ ー ル 部 材 と の 連 結 構 造 の 、 一 部 切 り 欠 き
さ れ た 斜 視 図 を 示 す 。 　 図 ３ Bは 、 図 ２ に お け る 従 来 技 術 の 連 結 構 造 に お い て 、 レ ー ル 部
材 に 配 置 さ れ る 補 強 部 材 の 一 部 切 り 欠 き さ れ た 斜 視 図 で あ る 。 　 図 ３ Cは 、 図 ２ Bの 線 B－ B
に そ っ た 連 結 構 造 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ Aは 、 本 発 明 に し た が っ た 、 枠 と レ ー ル 部 材 と の 連 結 構 造 の 平 面 を 示 す 。 　
図 ４ Bは 、 本 発 明 に し た が っ た 、 枠 と レ ー ル 部 材 と の 連 結 構 造 の 側 面 を 示 す 。
【 図 ５ 】 図 ５ Aは 、 図 ４ Bの 線 B－ Bに そ っ た 断 面 図 で あ る 。 　 図 ５ Bは 、 図 ４ Bの 線 C－ Cに そ
っ た 断 面 図 で あ る 。 　 図 ５ Cは 、 本 発 明 に し た が っ た 、 枠 と レ ー ル 部 材 の 連 結 構 造 の 部 分
斜 視 図 で あ る 。 　 図 ５ Dは 、 本 発 明 に お い て 、 レ ー ル 部 材 内 に 配 置 さ れ る 補 強 部 材 の 斜 視
図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 4　 　 レ ー ル 部 材
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41、 42　 L字 形 プ レ ー ト
43， 44　 ウ イ ン グ ヒ ン ジ
45、 46　 ボ ル ト
47， 48　 ウ イ ン グ ヒ ン ジ
49、 50　 ボ ル ト
60　 　 補 強 部 材
61、 62　 補 強 板

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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